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１．はじめに 

津波や高潮に対する防災対策として沿岸部に建設

される防潮堤だが，建設には建設費用，規模，景観保

守などの問題が存在する．現状，防潮堤高さは L1 津

波高が基本となり設定されるが，この設定では，陸域

の被害リスクとは無関係に高さが決まってしまう．

そこで本研究では，対象地域で最大クラスの地震が

発生したと仮定し，防潮堤高さの変化に対する陸域

の被害リスクの変化に着目した防潮堤建設の費用便

益分析を行い，最適な防潮堤高さを評価することを

目的とする．今回は，相模湾沿岸の真鶴町を対象とし

た分析を行う． 

２. 費用便益分析  

海岸防潮堤の最適高さを，対象地域で想定される

被害を算出し，費用便益分析を用いて決定すること

を検討する．費用として，建設・維持費，景観破壊費

用，などが挙げられる．便益として，浸水軽減便益，

残存価値などが挙げられる．防潮堤建設には減災効

果の向上が必要で，減災効果とは，減災対策を講じる

ことで軽減される被害額のことであり，以下の通り

である．  

浸水軽減便益 = (減災対策を講じない場合)の被害額

− (減災対策を講じた場合)  の被害額 

今回は，簡略化のため避難訓練等のソフト対策によ

る減災効果は考慮しない事とする． 

３．対象地震 

神奈川県が公表する 9 つの地震データから，相模

トラフ沿い海溝型地震（西側モデル）を用いる 1)． 

４．津波数値計算手法 

 真鶴町での津波浸水分布を求めるために，津波の

遡上の一連の過程を連続して数値計算する津波浸水

シミュレーションを用いる．津波浸水シミュレーシ 

ョンの支配方程式は以下のとおりである． 

 

【連続式】 
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 【Y方向の運動方程式】 
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ここで，η は静水面からの水位変化量，D は水底か

ら水面までの全水深，g は重力加速度，n はマニング

の粗度係数，M，N は X，Y 方向の全流量フラックス

という． 

５．防潮堤設定と津波被害 

真鶴港で防潮堤高さを変化させた場合の津波被害の

変化を確かめる為に，対象地点で地形データの防潮

堤高さ（図１）を北船揚場と南船揚場を除いて一律で

5m，8m，10m，12m と変更した場合と防潮堤高さを

全て一律で変更した場合で津波数値計算を行う．今

回は紙面の都合上，より真鶴港の形に近い南北船揚

場を除いて一律に設定した結果だけを扱うとする．

図２に現状の防潮堤高さ（図２(a)）と防潮堤高さ

10m に設定した（図２(b)）場合の津波浸水深分布を

示す．この浸水深分布を基に被害額を算出する． 

 

図１ 真鶴港の現状の防潮堤高さ 
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図２ 真鶴港の津波浸水分布 ((a)現状の防潮堤，

(b)10m の防潮堤に設定した場合) 

６．直接被害額の算出 

 費用便益分析を行う為，真鶴町での直接被害を算

出する必要がある．ここで扱う直接被害は，家屋資

産，家財資産，事業所償却，事業所在庫資産，農業家

償却，農漁家在庫資産，公共土木施設被害が挙げられ

る．湾内防潮堤の内，北船揚場，南船揚場を除いて一

律の高さに設定した場合での直接被害額が表１であ

る 2) ． 

表１ 直接被害額 (千円) 

７．防潮堤建設費用の算出 

 防潮堤建設費用を算出する為，真鶴港に設置され

ている防潮堤の価格を算出する必要がある．真鶴港

の防潮堤に関してのデータが無かった為，気仙沼市

の海岸防潮堤の査定決定額 3)を元に建設費用の算出

を行なった．算出の結果，建設費用は 218.9（千円/m
２）となり，真鶴港での防潮堤各高さ設定を行なった

価格表が表２である. 

表２ 真鶴港での防潮堤建設費用 (千円) 

８．考察 

費用便益分析を行った結果，図３に示す費用便益

曲線が得られた．本研究の目的である最適な防潮堤

高さの設定については， 建設費用が浸水軽減便益を

下周り，純便益が最大となる高さを対象とすると，防

潮堤を増設した場合，浸水軽減便益の増加量を建設

費用の増加量が大きく上回り，防潮堤を高くするほ

ど純便益が得られない為，最適ではない．よって，今

回用いたデータでは，現状の真鶴港の防潮堤高さが

最適であると評価した．また，図３(1)(2)の箇所では，

防潮堤を増設したにも関わらず，浸水軽減便益が殆

ど変化しなかった．(1)は現状の防潮堤から，5m の

防潮堤に設定を行った場合であり，ここでは防潮堤

高さの変化が少なかった為，浸水軽減便益が殆ど変

化しなかった． (2)の 10m の防潮堤から 12m の防潮

堤に設定した場合の結果に関しては，港湾側に多く

の事業所があり，事業所償却・在庫資産の評価被害額

が大きく変化しない事，また，防潮堤の低い，南北船

揚場から一定量の津波が浸水する為，10m 以上防潮

堤を高く設定しても，沿岸部の陸域被害は変化しな

い結果となった． 

 
図３ 費用便益曲線 
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